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論文内容の要旨
本論文は、インド、で仏教は滅び、ジャイナ教は生き残った原因が、教団内部の在家と出家の関係性の相違によるので
はないかという問題意識を出発点とし、前半部分において、白衣派ジャイナ教聖典の一つで、敬度な在家信者に関す
る物語を集成した『ウヴァーサガ・ダサーオー (Uvãsagadasão) ~の第 1 章を主要資料として白衣派ジャイナ教聖
典に説かれる在家信者の諸誓戒 (vrata) を詳細に検討し、後半部分で『ウヴァーサガ・ダサーオー』全体の厳密な
訳注研究を行っている。このうち、前半部分では、まず、所謂「古層」経典で説かれる在家信者の記述を考察し、次
いで白衣派ジャイナ教聖典全体から在家信者の呼称、や分類を示す箇所を検討して、そこから理想的在家信者のイメー
ジを確定した上で、具体的に在家信者が守る諸誓戒について論述している。その中で特に詳しく考察しているものと
して殺生と布施があり、まず前者に関して不殺生を標梼するジャイナ教徒の戦争への対応を検討し、ジャイナ教は現
実世界に対しては妥協的な柔軟な姿勢を保ったと論じ、布施に関してはその教説が文献に応じて変化することを明ら
かにしている。また、ジャイナ教の基本的な術語である samlehanã と仏典の sallekha を比較検討して、両者が基本
概念を共有しつつも、それぞれの宗義に合わせて意味がモディファイされていると論じている。最後に在家信者の
pratimã の実態を解明すべく、これに関して詳説する『アーヤーラ・ダサーオー (Ayãradasão) ~第 6 章の精密な訳
注研究を行っている。
本論文の後半部分では、 『ウヴァーサガ・ダサーオー』が、その批判的校訂・翻訳が 19 世紀末になされて以来、
ほとんど研究されていない現状に鑑み、インド文献学・言語学の最新の研究成果を駆使して、 『ウヴァーサガ・ダサ
ーオー』の批判校訂版を訂正した上で正確な和訳を施し、 Abhayadeva によるサンスクリット語註釈の原文と翻訳を
含む詳細な注記を付している。かかる厳密な訳注研究に基づき、 『ウヴァーサガ・ダサーオー』の根本テーマは、厳
格な規律と熱狂的信仰に基づく宗教生活の宣揚であると結論づけられている。
最後に、本論文は、この様な「内向きの厳格性・熱狂性」と先述した「外向きの妥協性J こそが、ジャイナ教を今
日までヒンドゥ世界のマイノリティとして生存させた可能性があると結んでいる。
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論文審査の結果の要旨
ジャイナ教の在家信者の諸相を探るために白衣派の聖典文献を幅広く渉猟し、その過程で直面する種々の問題に対
して回避することなく誠実に取り組み、手堅く整理・分析を試みた本論文は、インドの宗教文献に関する文献学的な
基礎研究として高い価値を有するものと認められる。とくに本論文の中心となっている『ウヴァーサガ・ダサーオー』
のテキストの訳読研究は、中期インド語で書かれたジャイナ文献の取り扱いに関する模範的な研究であり、註釈文の
理解に若干の問題を残しつつも、内外に誇り得る高い水準に達している。難解な中期インド語のテキストの解読に地
道に取り組み、その一宇一句を厳密に読み解く作業を通して、申請者はさまざまな興味深い思想史的・文化史的な諸
問題を適確に実り出すことに成功した。本論文で、検討されたジャイナ教の在家信者をめぐる諸問題を、今後さらにバ
ラモン教や仏教の文献などと比較して検討を深め、本論文自らも言及する各誓戒の起源の究明にまで進めることを期
待するとともに、あわせて本論文を早期に出版公開することによって広く学界を神益するよう望むものである。
ただ、その場合、本論文と関連のある先行研究を踏まえて、申請者自身の研究の成果をより明確に研究史の中に位
置づけることが望ましい。特にインドにおける仏教の表滅を考える上で、過去の諸学者の理論を批判し、ジャイナ資
料による見直しを提言した P.S. Jaini の所論は、本論文の申請者の問題意識とも関わるので無視できない。さらに、
このようなインド史に関る問題を扱う場合に不可欠の刻文資料も視野に含め、ジャイナ文献の歴史性をも解明する必
要がある。もっとも、以上の課題は本論文の意義を損ねるものではなく、むしろ、本論文自身が鮮明にした種々の問
題と合わせ、申請者自身のみならず本論文に接する内外の研究者にとって、今後の研究の進展に展望を開くものであ
る。よって、本論文は博士(文学)の学位にふさわしいものであると認定される。
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